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NY マーケットレポート（2024 年 3 月 20 日） 
 

 
SBILM が作成 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30 分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

FOMC政策金利 5.25％-5.50％（予想 5.25%-5.50%・前回 5.25%-5.50%） 

 

データを基に SBILMが作成 

 

FOMCの主な声明 

・FF金利誘導目標を 5.25-5.5％で維持 

・最近の指標は経済活動が堅調なペースで拡大していることを示している 

・雇用の伸びは引き続き堅調であり失業率は依然として低い 

・インフレ率はこの 1 年で緩和したが依然として高止まりしている 

・雇用最大化と長期的な 2％のインフレ率の達成を目指す 

・経済の見通しは不確実で委員会はインフレのリスクを引き続き大いに注視している 

・インフレ率が持続的に 2％に向かっているとの確信がさらに強まるまで目標誘導レンジの引き下げが適切

になるとは予想していない 

・インフレ率を 2％の目標に戻すことに強く取り組む 

・今回の金融政策決定は全会一致 
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パウエル FRB議長の会見での主な発言 

・インフレ率は依然として高すぎる 

・FRB の目標達成へのリスクはより良いバランスに 

・インフレは大幅に緩和したが依然として高すぎる今年のある時点で緩和を開始するのが適切 

・政策金利はおそらくサイクルのピークにあると考えている 

・資産ランオフのペース減速比較的早期開始が適切に 

・最近のインフレ統計は FOMC の待機姿勢を正当化 

・長期的に金利が高くなるかどうかは分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

4 

主要株価指数は 3営業日続伸 

米株式市場では、FOMCの結果発表を控えて様子見ムードが強く、主要株価指数は序盤から小動きの展開とな

った。FOMCでは、年内 3回の利下げ見通しが維持されことを好感して主要株価指数は堅調な動きとなった。

さらに、GDP の見通しが引き上げられたことも支援材料となった。ダウ平均は、序盤に前日比 122ドル安ま

で下落したものの、その後は底固い動きが続いた。そして、FOMC の結果発表を受けて買いが優勢となり、一

時 418ドル高まで上昇し、401.37 ドル高（+1.03％）で終了。一方、ナスダックは 202.62 ポイント高（+1.25％）

で終了した。 

 

 

データを基に SBILMが作成 



 
                                           

5 

ドルは主要通貨に対して下落 

NY 市場では、FOMCの結果発表を控えて様子見ムードが広がり、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開が

続いた。そして、FOMC では FF レートの誘導目標が予想通り据え置かれ、メンバーの年内の利下げ予想も 3

回に据え置かれた。ただ、利下げ予想が下方修正されるとの思惑があったことから、一部の失望売りでドル

は主要通貨に対して下落した。しかし、2025 年、2026 年の金利見通しが上方修正されたことや、GDP 見通し

が引き上げられたことから、ドルは反発した。ドル/円は、FOMC発表直前の 151.61から 151.22 まで下落し

たものの、すぐに 151.71まで反発した。その後、日銀が 7月か 10月に追加利上げを検討しているとの報道

を受けて、米金利の低下とともにドルも主要通貨に対して下落し、ドル/円も一時 150.73まで下落したもの

の、終盤にかけては再び 151.40まで値を戻した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


